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札幌医科大学大学院保健医療学研究科

アドミッションポリシー(入学者受入方針)

　保健医療学研究科では、看護学・理学療法学・作業療法学の発展と、保健・医療・福祉の

質の向上に寄与する高度な専門的知識、実践能力、研究能力を備えた実践者、研究者の育成

を目指しています。そのため、以下のような人材を求めます。

【博士課程前期】

１. 保健・医療・福祉の諸課題に深い関心を持ち、その発展と問題解決に関わることを自己

の目標としている人

２. 看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な知識と技術を備え、批判的・論理的

思考力を有している人

３. 多様化・複雑化する人々のニーズに応えるため、専門分野における卓越した実践能力を

獲得したいと願っている人

４. 豊かな人間性と倫理性を有し、地域の保健・医療・福祉に貢献する意思のある人 

５. 研究成果を発信することにより、保健・医療・福祉の充実と発展に貢献する意思のある人

【博士課程後期】

１. 保健・医療・福祉の諸課題に広く深い関心を持ち、その発展と問題解決に関わることを

自己の目標としている人

２. 看護学・理学療法学・作業療法学に関する専門的な学識、批判的・論理的思考力と科学

的探求心を備え、新たな知の創造に意欲を有する人

３. 豊かな人間性と倫理性を有し、国際的な視座で人々の健康に貢献する意思のある人

４. 研究成果を国内外に広く発信することにより、保健・医療・福祉の発展に貢献するとと

もに、科学の発展に寄与したいと願う人
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令和５年度札幌医科大学大学院保健医療学研究科

（博士課程前期）大学院学生募集要項

　令和５年４月本学大学院保健医療学研究科(博士課程前期)の入学生を次のとおり募集します。

　選抜方法は、「一般選抜」と「社会人特別選抜」、「外国人留学生選抜」を実施します。

　なお、不測の事態による試験日程等変更及び追加情報がある場合は、本学大学院ホームページでお

知らせします。

　今回の入学試験で定員を満たさなかった場合には、第２次募集を予定しております。

　第２次募集が行われる場合には、10月末から募集要項配布を開始し、11月下旬に出願受付、令和５

年１月21日(土)に試験実施の予定です。

１　専攻と募集人員

　⑴　看　　護　　学　　専　　攻　　12名

教　　育　　研　　究　　分　　野

〔修士論文コ－ス〕
※看護教育学　　　　　　基礎看護科学　　　　　　　女性健康看護学
　小児健康看護学　　　　地域看護学　　　　　　　　成人健康看護学
　老年健康看護学　　　　精神看護学　　　　　　　※基礎臨床医療科学（内科学）
　基礎臨床医療科学（外科学）
〔専門看護師コ－ス〕
　小児看護　　　　　　※クリティカルケア看護　　　精神看護

　⑵　理学療法学・作業療法学専攻　　12名（社会人特別選抜による若干名を含む。）

教　　育　　研　　究　　分　　野

　神経・発達障害理学療法学　　　　　　　感覚統合障害学
　生体工学・スポーツ整形外科学　　　　　中枢神経機能障害学
　スポーツ理学療法学　　　　　　　　　　活動能力障害学
※神経・精神機能学　　　　　　　　　　　精神障害リハビリテーション学
※高齢者・地域健康科学　　　　　　　　※末梢神経・筋障害学
　神経・認知機能治療学　　　　　　　　　筋機能制御学
　生体機能評価学　　　　　　　　　　　　形態人類学
　作業科学　　　　　　　　　　　　　　※地域生活科学

　　　〔※の教育研究分野については、今回は募集しません。〕

２　出 願 資 格

　　出願することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。

　　（出願にあたっては、志望する教育研究分野の教員と必ず連絡をとり、希望する研究内容・研究

計画を事前に照会・確認してください。( ３～４ページ参照))

　⑴　大学を卒業した者又は令和５年３月卒業見込みの者(学校教育法第102条)

　⑵　独立行政法人大学改革支援・学位授与機構から学士の学位を授与された者又は令和５年３月ま

でに授与される見込みの者(学校教育法施行規則第155条第１項第１号)

　⑶　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者又は令和５年３月までに修了見込み

の者(学校教育法施行規則第155条第１項第２号)

　⑷　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における16年の課程を修了した者又は令和５年３月31日までに修了見込みの者(学校教

育法施行規則第155条第１項第３号)

　⑸　我が国において、外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を
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修了したとされるものに限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者又は令和５

年３月31日までに修了見込みの者(学校教育法施行規則第155条第１項第４号)

　⑹　外国の大学等（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関の

認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別に指定す

るものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了することにより、学士の学位

に相当する学位を授与された者(学校教育法施行規則第155条第１項第４号の２)

　⑺　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であること、その他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを、文部科学大臣が定める日以降に修

了した者又は令和５年３月までに修了見込みの者（施行規則第155条第1項第5号）

　⑻　文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号）

　⑼　令和５年３月31日までに次の各号のいずれかに該当する者であって、本学大学院が定める所定

の単位を優れた成績をもって修得したと認めた者

　　①大学に３年以上在学した者

　　②外国において学校教育における15年の課程を修了した者

　　③外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における15年の課程を修了した者

　　④我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における15年の課程を

修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付け

られた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

　⑽　本学大学院が、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、令和５年３月31日までに22歳に達する者

　　　※医療系３年制短期大学及び同専門学校を卒業した場合も含む

　この⑽では、以下の条件に該当する必要があります。

【看護学専攻】

①　看護師、保健師、助産師のいずれかの資格を有すること　かつ

②　出願時に実務経験５年以上であること

　　 　【理学療法学・作業療法学専攻】

　　　①　出願時に実務経験３年以上あること

　注：出願資格⑼～⑽により出願しようとする者は、事前に出願資格の認定が必要となりますの

で、６ページ「５　出願資格の認定」に定める申請をしてください。
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　　　今回募集する教育研究分野の問い合わせ先 (代表電話番号 011-611-2111）

専　攻　名 教 育 研 究 分 野
教　員　　　　　（内線番号）
e-mail アドレス

看 護 学 専 攻 ［修士論文コース］

基礎看護科学 堀 口 雅 美 （28550）

hori@sapmed.ac.jp

女性健康看護学 正 岡 経 子 （28510）

k.masaoka@sapmed.ac.jp

小児健康看護学 今 野 美 紀 （28650）

miki@sapmed.ac.jp

田 畑 久 江 （28560）

hisaet@sapmed.ac.jp

地域看護学 上 田 　 　 泉 （28620）

iueda@sapmed.ac.jp

山 本 武 志 （28630）

t-yamamoto@sapmed.ac.jp

成人健康看護学 城 丸 瑞 恵 （28410）

shiro.m@sapmed.ac.jp

澄　 川　 真 珠 子 （28420）

masuko0811@sapmed.ac.jp

老年健康看護学 長 谷 川　 真　 澄 （28640）

m-hasegawa@sapmed.ac.jp

精神看護学 澤　 田　 い ず み （28610）

izumi@sapmed.ac.jp

基礎臨床医療科学（外科学） 水 口 　 　 徹 （29460）

tmizu@sapmed.ac.jp

[専門看護師コース]

小児看護 今 野 美 紀 （28650）

miki@sapmed.ac.jp

田 畑 久 江 （28560）

hisaet@sapmed.ac.jp

精神看護 澤　 田　 い ず み （28610）

izumi@sapmed.ac.jp
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　　　今回募集する教育研究分野の問い合わせ先 (代表電話番号 011-611-2111）

専　攻　名 教 育 研 究 分 野
教　員　　　　　（内線番号）
e-mail アドレス

理 学 療 法 学・

作 業 療 法 学 専 攻

神経・発達障害理学療法学 小 塚 直 樹 （28780）

kozuka@sapmed.ac.jp

菅 原 和 広 （28730）

kaz.sugawara@sapmed.ac.jp

感覚統合障害学 仙 石 泰 仁 （28880）

sengoku@sapmed.ac.jp

生体工学・スポーツ整形外科学 渡 邉 耕 太 （28770）

wkota@sapmed.ac.jp

中枢神経機能障害学 太 田 久 晶 （28450）

hisoh@sapmed.ac.jp

スポーツ理学療法学 片 寄 正 樹 （28440）

katayose@sapmed.ac.jp

活動能力障害学 中　 村　 眞 理 子 （28840）

mnaka@sapmed.ac.jp

精神障害リハビリテーション学 池　 田　　　 望 （28860）

ikedan@sapmed.ac.jp

神経・認知機能治療学 齊 藤 正 樹 （28830）

msaitoh@sapmed.ac.jp

筋機能制御学 山 田 崇 史 （28760）

takashi.yamada1976@sapmed.ac.jp

生体機能評価学 谷 口 圭 吾 （29730）

ktani@sapmed.ac.jp

形態人類学 松 村 博 文 （28740）

anthropology@sapmed.ac.jp

作業科学 坂 上 真 理 （28850）

todo@sapmed.ac.jp
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３　出 願 手 続

　⑴　提出書類及び検定料

提 出 書 類 等 摘 要

① 入 学 願 書 本学所定の用紙（様式１）を使用してください。

② 卒業（見込）証明書 最終学歴のもの（独立行政法人大学改革支援・学位授与機構に学位を
申請中の者は、学位授与申請受理証明書）を提出してください。
ただし、本学卒業（見込）の者は提出を要しません。

③ 成 績 証 明 書 最終学歴のもので、厳封されたものを提出してください。
ただし、本学卒業（見込）の者は提出を要しません。

④ 学習・研究志望書 本学所定の用紙（様式３～５）に準じて作成するか、又は添付の様式
に直接記入し、提出してください。
　ａ　大学院の志望理由書（様式３）
　ｂ　研究計画書又は実践研究計画書…希望する研究課題とその計画
　　概要（看護学専攻専門看護師コース志望者は実践研究計画とし、
　　希望する実践研究課題とその計画概要）（様式４）
　ｃ　研究業績調書…今までの臨床・研究業績等の概要（様式５）
　　⒜　所属学会
　　⒝　研究助成等
　　⒞　著書、学術論文、学会等での発表
　　⒟　臨床経験の概要
　　⒠　社会活動

⑤ 受 験 票 ・ 写 真 票 本学所定の用紙（様式６）を使用し、写真（出願前３か月以内に撮影
した上半身、正面、脱帽のもの、縦４㎝×横３㎝）を貼付してください。

⑥ 返 信 用 封 筒 受験票の送付に使用するので、定形封筒（長形３号）に志願者の氏名
及び送付先住所を記入し、244円切手を貼付してください。
速達を希望する場合は、さらに290円切手を貼付してください。

⑦ 入 学 検 定 料 ３０，０００円
「検定料の振込について」（様式８）に、記載されている振込方法等
を熟読の上、添付されている本学所定の振込用紙に必要事項を記入の
上、お振り込みください。また、出願に際しては、「様式８」右側の
検定料納付確認票を提出してください。

⑧ 出願チェックシート 所定の用紙を使用し、出願書類を確認し、チェック欄にチェックを入
れ、氏名欄に記入の上、提出してください。

⑨ 推 薦 書 入学志願者の専門看護師の適性に関して評価できる然るべき方（職場
の上司、出身校の学部長、恩師等）が作成したものを提出してください。
（本学指定の用紙（様式９）に準じて作成してください。）
提出対象出願者：看護学専攻　専門看護師コース

⑩ 在 職 期 間 証 明 書 実務経験を３年以上有することを所属の代表者が証明したものを提出
してください。
（本学所定の用紙（様式10）に準じて作成してください。）
提出対象出願者：社会人特別選抜　※理学療法学・作業療法学専攻のみ実施

⑪ 就 学 承 認 書 所属の代表者の承認書を提出してください。
（本学所定の用紙（様式11）に準じて作成してください。）
提出対象出願者：入学後、社会人として在職のまま就学する方

⑫ 「在留カード」また
は「住民票」の写し・
パスポートの写し

「在留カード」または「住民票」の写しを提出してください。国外か
らの出願者は、パスポートの写しを提出してください。

提出対象出願者：外国人の出願者
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⑴　申請期間

　　令和４年６月20日（月）から６月29日（水）までに必着とします。

　　注１：申請書類は、郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科

　出願資格審査申請書在中」と朱書きしてください。また、申請書類を受理した旨の通

　知を希望する者は、郵便番号・住所・あて名を記載した官製はがきを添付してください。

　⑵　願書受付期間

　　　令和４年７月４日（月）から７月19日（火）までに必着とします。

　　　注１：出願書類は、郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科（博

士課程前期）願書在中」と朱書きしてください。また、出願書類を受理した旨の通知を

希望する者は、郵便番号・住所・あて名を記載した官製はがきを添付してください。

　　　注２：出願書類を持参することはできませんのでご注意ください。

　⑶　願書受付場所

　　　札幌医科大学事務局学務課大学院係〔教育研究棟Ⅱ　１Ｆ〕

　　　〒060-8556　札幌市中央区南１条西17丁目　　　電話（011）611-2111　（内線 23770）

　　　［所在場所は略図（10ページ）を参照してください。］

４　身体等に障害のある入学志願者との事前相談

　　本学への入学志願者で、次表に該当する場合（学校教育法施行令第22条の３に準拠）は、受験上

及び修学上の配慮が必要となることがありますので、必ず本学学務課大学院係に電話等で、令和４

年７月４日（月）までにお問い合わせください。

　　必要に応じ、本学において、入学志願者との面談を行います。

　　問い合わせ先

　　〒060-8556　札幌市中央区南1条西17丁目

　　札幌医科大学事務局学務課大学院係　　　電話（011）611-2111　（内線 23770）

５　出願資格の認定

　　１ページ「２　出願資格」に定める⑼～⑽で出願する者は、事前に出願資格の認定が必要となる

ので、次のとおり申請してください。

（ア）　両眼の矯正視力が0.3未満の者又は視力以外の視機能障害が高度の者のうち、拡大鏡等

の使用によっても通常の文字、図形等の視覚による認識が不可能又は著しく困難な程度の者

（イ）　両耳の聴力レベルが60デシベル以上の者のうち、補聴器等の使用によっても通常の話

声を解することが不可能又は著しく困難な程度の者

（ウ）　肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、立位もしくは座位の保持又は歩行す

ることが不可能又は困難な者

（エ）　肢体（上肢・体幹・下肢）不自由の状態により、筆記又は実験・実習をすることが不

可能又は困難な者

（オ）　慢性の呼吸器、心臓、腎臓疾患等の状態が継続して医療・生活規制を必要とする程度

の者又はこれに準ずる者

（カ）　身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度の者

（キ）　上記以外で、受験上、修学上特別の配慮を必要とする程度の機能障害を有する者
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　　注２：申請書類を持参することはできませんのでご注意ください。

⑵　申請書類

　①　出願資格審査申請書（本学所定の用紙（様式12））

　②　出願資格が確認できる書類（卒業証明書・資格免許証の写し・在職期間証明書　等）

　　　ただし、在職期間については在職期間証明書(本学所定の用紙(様式10))に準じて作成し

　　　てください。

⑶　出願資格審査の方法

　　申請書類により行います。ただし、必要と認めた場合については、口述審査を行います。

⑷　出願資格審査の結果通知

　　願書受付期間前までに資格審査結果を郵送により通知します。

６　外国人留学生の取扱い

（出願にあたっては、志望する教育研究分野の教員と必ず連絡をとり、希望する研究内容・研究計画

を事前に照会・確認してください。（３～４ページ参照））

　⑴　出願資格

　　　出願することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。

　　①　外国において、学校教育における16年の課程を修了した者または令和５年３月31日までに修

了見込みの者

　　②　外国において、学校教育における15年の課程を修了し、本学大学院が、所定の単位を優れた

成績をもって修得したものと認めた者

　　③　本学大学院が、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者

　　　※本学を卒業している者は、外国人留学生の取扱いとなりません。一般選抜または社会人特別

　選抜により出願してください。

　⑵　出願書類

　　　国外からの出願者は、日本国内在住の身元保証人をとおして書類を提出すること。

　　　なお、⑴の出願資格の②、③で出願する者は、事前に出願資格の認定が必要になるので、６ペー

ジ「５　出願資格の認定」に定める申請をしてください。

提 出 書 類 等 摘 要

① 入 学 願 書 本学所定の用紙（様式２）を使用してください。〔日本語で作成〕

② 卒業（見込）証明書 最終学歴のものを提出してください。

③ 成 績 証 明 書 最終学歴のもので、厳封されたものを提出してください。
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④ 学習・研究志望書 本学所定の用紙（様式３～５）に準じて作成するか、又は添付の様式
に直接記入し、提出してください。〔日本語又は英語で作成〕
　ａ　大学院の志望理由書（様式３）
　ｂ　研究計画書又は実践研究計画書…希望する研究課題とその計画
　　概要（看護学専攻専門看護師コース志望者は実践研究計画とし、
　　希望する実践研究課題とその計画概要）（様式４）
　ｃ　研究業績調書…今までの臨床・研究業績等の概要（様式５）
　　⒜　所属学会
　　⒝　研究助成等
　　⒞　著書、学術論文、学会等での発表
　　⒟　臨床経験の概要
　　⒠　社会活動

⑤ 推 薦 書（２通） 　ａ　自己の専門分野の所属の長が作成したもの（１通）〔日本語又
は英語で作成〕を提出してください。

　ｂ　上記以外のもの（１通）〔日本語又は英語で作成〕を提出して
ください。

⑥ 経済状況等証明書 銀行口座の預金残高証明書又は奨学金支給決定書（金額の明記された
もの）等を提出してください。

⑦ 日本語能力証明書 公益財団法人日本国際教育支援協会が実施する日本語能力試験を受験
した際の成績書を提出してください。

⑧ 英 語 能 力 証 明 書 ＴＯＥＦＬ（iBTテスト又はITPテストのいずれか）の成績書を提出
してください。

⑨ 受 験 票・ 写 真 票 本学所定の用紙（様式７）を使用し、写真（出願前３か月以内に撮影
した上半身、正面、脱帽のもの、縦４㎝×横３㎝）を貼付してください。

⑩ 「在留カード」または
「 住 民 票」の 写 し・
パ ス ポ ー ト の 写 し

「在留カード」または「住民票」の写しを提出してください。国外か
らの出願者は、パスポートの写しを提出してください。

⑪ 返 信 用 封 筒 受験票の送付に使用するので、定形封筒（長形３号）に志願者の氏名
及び送付先住所を記入し、244円切手を貼付してください。
速達を希望する場合は、さらに290円切手を貼付してください。

⑫ 入 学 検 定 料 ３０，０００円
日本国内から出願する場合は、「検定料の振込について」（様式８）に
記載されている振込方法等を熟読の上、添付されている本学所定の振
込用紙に必要事項を記入の上、お振り込みください。また、出願に際
しては、「様式８」右側の検定料納付確認票を提出してください。
日本国外から出願する場合は、日本円建で外国送金（口座振込）の手
続きにより納付してください。（口座番号は、お問い合わせください。）
なお、振込手数料は、振込者の負担となります。

　注１：②、③、⑥については、英語以外の言語で記載の場合は、日本語訳又は英語訳を添付してく

ださい。

　注２：日本国内の大学を卒業又は卒業見込みの者は、⑦、⑧の提出を免除します。
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７　入学者選抜方法
　　学力検査､ 面接､ 調査書などの結果を総合して選考します。

　⑴　一般選抜方法

　　【看護学専攻：修士論文コース】

　　①　学力検査

　　　　外国語試験　英語 (辞書の持ち込み可｡ ただし､ 電子辞書は不可｡)

　　②　面　　接

　　　　志望動機、研究活動の抱負などについて個別面接を行います。

　　【看護学専攻：専門看護師コース】

　　①　学力検査

　　　　外国語試験　英語 (辞書の持ち込み可｡ ただし､ 電子辞書は不可｡)

　　　　専門科目　志望する専門領域（小児看護/精神看護に関する出題）

　　②　面　　接

　　　　志望動機、研究活動の抱負などについて個別面接を行います。

　　【理学療法学・作業療法学専攻】

　　①　学力検査

　　　　ア　外国語試験　英語 (辞書の持ち込み可｡ ただし､ 電子辞書は不可｡)

　　　　イ　小　論　文

　　②　面　　接

　　　　志望動機、研究活動の抱負などについて個別面接を行います。

　⑵　社会人特別選抜方法

　　社会人選抜を志願することができる者は、「２　出願資格」のいずれかに該当する者で、出願時

　において３年以上の実務経験を有する者とします。

　　【理学療法学・作業療法学専攻】

　　①　学力検査

　　　　外国語試験　英語 (辞書の持ち込み可｡ ただし､ 電子辞書は不可｡)

　　②　面接 (口頭試問を含む)

　　　　これまでの研究、臨床、教育活動のほか、志望教育研究分野の基礎知識などについて個別に

口頭試問を行います。

　⑶　外国人留学生選抜方法

　　【看護学専攻､ 理学療法学・作業療法学専攻】

　　　 面接 (口頭試問を含む)

　　　 これまでの研究、臨床、教育活動のほか、志望教育研究分野の基礎知識などについて個別に

口頭試問を行います。
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８　試験日程及び試験場所

　⑴　看 護 学 専 攻：修士論文コース

年 月 日 時 間 試 験 科 目 等 場 所

令和４年９月３日（土）

９：00 ～ 10：30 外国語試験 札幌医科大学
保健医療学研究棟
札幌市中央区
南１条西17丁目11：00 ～ 面接

　⑵　看 護 学 専 攻：専門看護師コース

年 月 日 時 間 試 験 科 目 等 場 所

令和４年９月３日（土）

９：00 ～ 10：30 外国語試験
専門科目

札幌医科大学
保健医療学研究棟
札幌市中央区
南１条西17丁目11：00 ～ 面接

　⑶　理学療法学・作業療法学専攻

年 月 日 時 間 試 験 科 目 等 場 所

令和４年９月３日（土）

９：00 ～ 10：30 外国語試験 札幌医科大学
保健医療学研究棟
札幌市中央区
南１条西17丁目

11：00 ～ 12：00 小論文

13：00 ～ 面接（口頭試問を含む）

　　注１：受験者は、試験当日午前８時40分までに受付を済ませてください。

　　　　　なお、受付は８時から開始します。

　　注２：試験会場略図　札幌市中央区南１条西17丁目　（011）611-2111 （内線 23770）

　　注３：試験日程等変更及び追加情報がある場合は、本学大学院ホームページでお知らせします。
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９　教育方法

　　大学院の教育は、授業科目の授業及び学位論文の作成等に対する研究指導によって行います。社会

人特別選抜で入学し、入学後も社会人として在職のまま就学する者に対し、社会人としての職務遂行

と本専攻での履修が両立するよう大学院設置基準第14条特例により、就学上の便宜を図っています。

10　合格発表

　⑴　発表日時

      令和４年9月16日（金）　午前10時 

  ⑵　発表方法

　　　札幌医科大学保健医療学研究棟正面玄関前に合格者の受験番号を掲示するとともに、結果を          

　　　郵送文書で通知します。なお、合格発表に関する問い合わせには、一切応じられません。

　⑶　インターネットによる合格者受験番号の提供 

　　　本学のホームページ（https://web.sapmed.ac.jp/）に合格者受験番号を掲載します。掲載時

　　　刻は合格発表日の午前10時以降となります。 

　（注）インターネットによる合格者受験番号の提供は、合格の公示に代わるものではありません。

11　入学手続

　⑴　入学手続期間

　　　　令和４年９月28日（水）から10月12日（水）までに行ってください。

　　　　注１：入学書類は、郵送で受付けます。書留速達郵便とし、封筒表面に「保健医療学研究科

（博士課程前期）入学書類在中」と朱書の上、受付期間内に必着とします。

　　　　注２：入学書類を持参することはできませんのでご注意ください。

　⑵　入学手続に必要な書類等

　　　　①　入 学 料　　　　　　　　　　　　　　２８２，０００円
　　　　　　（※入学料については、変更することがあります。）

　　　　②　戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）　　　　　　　　 　１通

　　　　③　誓 約 書

　　　　④　授業料口座振替依頼書

12　長期履修制度

　　職業を有している等の事情により、標準修業年数（２年）を超えて一定の期間（４年）にわたり

計画的に教育課程を履修し修了することを申し出たときは、審査の上、履修を認めるときがあります。

　　詳細は、札幌医科大学事務局学務課大学院係までお問い合わせください。

　　電話（011）611-2111　（内線 23770）

13　授業料

　　年額５３５，８００円（※授業料については、変更することがあります。）

　　年額の２分の１相当額を前期（４月）・後期（10月）の２期に分けて納付していただきます。

　　なお、在学中に授業料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。
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14　その他

　⑴　提出書類に不備のある場合は受理できません。

　⑵　受理後の書類の内容変更は認められません。

　⑶　納付した入学検定料、入学料及び提出書類は返還しません。

　⑷　本募集要項に関して、不明な点があれば下記にお問い合わせください。

　　　　札幌医科大学事務局学務課 大学院係

　　　　 〒060-8556　札幌市中央区南１条西17丁目

　　　　 電話（011）611-2111　（内線 23770）
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札幌医科大学大学院保健医療学研究科（博士課程前期）の概要

１　目　　的

　　札幌医科大学大学院保健医療学研究科（博士課程前期）は、広い視野に立って精深な学識を授

け、専攻分野における研究能力又は高度の専門性を要する職業等に必要な能力を養うことを目的と

しています。

２　学生定員

　　看　　護　　学　　専　　攻　　入学定員12名　　収容定員24名

　　　　　　　　　　　　　　　　　（専門看護師コースを含む）

　　理学療法学・作業療法学専攻　　入学定員12名　　収容定員24名

３　教育研究分野

　　各専攻において、修士論文の作成につながる教育研究分野を次のとおり構成しています。看護学

専攻の教育研究分野は修士論文コースと専門看護師コースのいずれかを選択することになります。

　〔※の教育研究分野については、今回は募集しません。〕

専 攻 名 教 育 研 究 分 野

看 護 学 専 攻

〔修士論文コース〕

※看護教育学　　　　　　　　　　　　　基礎看護科学

　女性健康看護学　　　　　　　　　　　小児健康看護学

　地域看護学　　　　　　　　　　　　　成人健康看護学

　老年健康看護学　　　　　　　　　　　精神看護学

※基礎臨床医療科学（内科学）　　　　　 基礎臨床医療科学（外科学）

〔専門看護師コース〕

　小児看護　　　　　　　　　　　　　※クリティカルケア看護

　精神看護

理学療法学・

作業療法学専攻

　神経・発達障害理学療法学　　　　　　感覚統合障害学

　生体工学・スポーツ整形外科学　　　　中枢神経機能障害学

　スポーツ理学療法学　　　　　　　　　活動能力障害学

※神経・精神機能学　　　　　　　　　　精神障害リハビリテーション学

※高齢者・地域健康科学　　　　　　　※末梢神経・筋障害学

　神経・認知機能治療学　　　　　　　　筋機能制御学

　生体機能評価学　　　　　　　　　　　形態人類学

　作業科学　　　　　　　　　　　　　※地域生活科学

４　標準修業年限

　　２　　年　（在学期間は、４年を越えることができません。）

５　学　　位

　　看　　護　　学　　専　　攻　　修士（看護学）

　　理学療法学・作業療法学専攻　　修士（理学療法学又は作業療法学）
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６　教育課程

　⑴　学位授与方針（博士課程前期　ディプロマ・ポリシー）

　　【看護学専攻】

　　　看護学専攻では、２年以上在籍し、所定の単位を修得し、必要な研究指導を受けた上で修士論

文又は課題研究論文の審査及び最終試験に合格し、次のような能力を身につけた学生に修士（看

護学）の学位を授与します。

　　　　１．自己の専門分野に関する知識と技術、および関連領域に係わる基礎的素養

　　　　２．研究の概念、研究法、研究倫理など、研究者に求められる基本的知識の修得

　　　　３．適切な指導のもとに、看護学の研究課題を設定し、研究方法を組み立てる能力

　　　　４．基本的な研究手法を用いて研究を遂行する能力

　　　　５．研究者および高度実践看護師に求められる批判力・論理的思考力・表現力

　　　　６．研究者および高度実践看護師に求められる倫理を遵守し、行動する能力

　　【理学療法学・作業療法学専攻】

　　　理学療法学・作業療法学専攻では、２年以上在籍し、所定の単位を修得し、必要な研究指導を

受けた上で修士論文又は課題研究論文の審査及び最終試験に合格し、次のような能力を身につけ

た学生に修士の学位を授与します。

　　　　１．専門分野に関する知識と理学療法学・作業療法学の関連領域に係わる基礎的素養

　　　　２．研究の概念、研究法、研究倫理など、研究者に求められる基本的知識の修得

　　　　３．適切な指導のもとに、理学療法学・作業療法学あるいはその関連領域の研究課題を設定

　　　　　　し、研究方法を組み立てる能力

　　　　４．基本的な研究手法を用いて研究を遂行する能力

　　　　５．研究者に求められる批判力・論理的思考力・表現力

　　　　６．研究者に求められる倫理を遵守し、行動する能力

　⑵　教育課程編成・実施方針（博士課程前期　カリキュラム・ポリシー）

　　【看護学専攻】

　看護学専攻では、学位授与方針に掲げる能力を有する人材を育成するため、以下の方針で教

育課程を編成・実施します。

　　　１　教育課程は、講義・演習中心のコースワークと、指導のもとに研究過程を展開するリサー

　　チワークの組み合わせにより編成する。

　　　　⑴　コースワーク

①　当該分野の専門的知識・技術を修得するための科目を設定する。

②　看護学の関連領域の幅広い知識を修得するための科目を設定する。

③　研究法、研究倫理などの研究者に求められる基本的な知識を修得するための科目を設

　定する。

④　文献検討やプレゼンテーション、ディスカッション等を通して、批判力、論理的思考

　力、表現力を涵養する。

⑤　専門看護師コースにおいては、高度実践看護師に求められる実践・教育・倫理調整等

　に関する知識と技術を修得する。
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⑥　専門看護師コースにおいては、専門分野の臨地実習によって優れた実践能力を形成する。

　　　　⑵　リサーチワーク

①　看護学特別研究等において、指導のもとに当該分野に関する研究テーマを設定し、研

　究計画書を作成する。

②　研究計画書審査・倫理審査を経て研究を進め、論文作成、学位審査等の過程を通して、

　基本的な研究力を育成する。

　　　２　学部学生を対象とする講義・演習・実習にティーチングアシスタントとして参加する機会

　　を設定し、基本的な教育力を育成する。

　　　３　共通科目の履修を通して他分野の学生との共同学習を行い、他職種との連携能力を涵養する。

　　【理学療法学・作業療法学専攻】

　理学療法学・作業療法学専攻では、学位授与方針に掲げる能力を有する人材を育成するため、

以下の方針で教育課程を編成・実施します。

　　　１　教育課程は、講義・演習中心のコースワークと、指導のもとに研究過程を展開するリサー

　　チワークの組み合わせにより編成する。

　　　　⑴　コースワーク

①　当該分野の専門的知識・技術を修得するための科目を設定する。

②　理学療法学・作業療法学専攻の関連領域の幅広い知識を修得するための科目を設定する。

③　研究法、研究倫理などの研究者に求められる基本的な知識を修得するための科目を設

　定する。

④　文献検討やプレゼンテーション、ディスカッション等を通して、批判力、論理的思考

　力、表現力を涵養する。

　　　　⑵　リサーチワーク

①　理学療法学・作業療法学特別研究等において、指導のもとに当該分野に関する研究テー

　マを設定し、研究計画書を作成する。

②　研究計画書審査・倫理審査を経て研究を進め、論文作成、学位審査等の過程を通して、

　基本的な研究力を育成する。

　　　２　学部学生を対象とする講義・演習・実習にティーチングアシスタントとして参加する機会

　　を設定し、基本的な教育力を育成する。

　　　３　共通科目の履修を通して他分野の学生との共同学習を行い、他職種との連携能力を涵養する。
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　⑶　教育課程表

　　※この表は予定であり、令和５年度については変更となることがあります。

　　①看護学専攻（博士課程前期）

　　○専門科目

専 門 領 域 授　業　科　目 単位数

支持科目

看護理論特論 ２

看護学研究法特論 ２

看護管理特論 ２

看護倫理特論 ２

コンサルテーション論 ２

領域科目

フィジカルアセスメント ２

病態生理学 ２

臨床薬理学 ２

看護教育学特論 ３

看護教育学特論演習 ２

基礎看護科学特論 ３

基礎看護科学特論演習 ２

女性健康看護学特論 ３

女性健康看護学特論演習 ２

小児健康看護学特論１ ２

小児健康看護学特論２ ２

小児健康看護学特論演習１ ２

小児健康看護学特論演習２ ２

小児臨床看護論 ２

小児臨床看護論演習 ２

小児保健福祉論 １

小児保健福祉論演習 １

小児病態治療論 ２

地域看護学特論 ３

地域看護学特論演習 ２

成人看護学特論１ ２

成人看護学特論２ ２

成人看護学特論３ ２

成人看護学特論演習１ ２

成人看護学特論演習２ ２

成人看護学特論演習３ ２

成人看護学特論演習４ ２

老年看護学特論 ３

老年看護学特論演習 ２

精神看護学特論１ ２

精神看護学特論２ ２

精神看護学特論３ ２

精神看護学特論演習１ ２

精神看護学特論演習２ ２

精神看護学特論演習３ ２

精神看護学特論演習４ ２

精神看護学特論演習５ ２

臨床病態内科学特論 ３

臨床病態内科学特論演習 ２

臨床病態外科学特論 ３

臨床病態外科学特論演習 ２

臨地実習（小児看護）１ ２

臨地実習（小児看護）２ ２

臨地実習（小児看護）３ ６

臨地実習（クリティカルケア看護）１ ８

臨地実習（クリティカルケア看護）２ ２

臨地実習（精神看護）１ ４

臨地実習（精神看護）２ ４

臨地実習（精神看護）３-１ ２

臨地実習（精神看護）３-２ ２

看　護　学　特　別　研　究 10

看　護　学　課　題　研　究 ４
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　　②理学療法学・作業療法学専攻（博士課程前期）

　　○専門科目

専 門 領 域 授　業　科　目 単位数

支持科目

理学療法学研究法特論 ３

作業療法学研究法特論 ３

リハビリテーション教育学特論 ２

リハビリテーション管理学特論 ２

リハビリテーション特別課題研究 ２

神経・発達障害理学療法学特論 ２

神経・発達障害理学療法学特論演習 ２

感覚統合障害学特論 ２

感覚統合障害学特論演習 ２

生体工学・スポーツ整形外科学特論 ２

生体工学・スポーツ整形外科学特論演習 ２

中枢神経機能障害学特論 ２

中枢神経機能障害学特論演習 ２

スポーツ理学療法学特論 ２

スポーツ理学療法学特論演習 ２

活動能力障害学特論 ２

活動能力障害学特論演習 ２

神経・精神機能学特論 ２

神経・精神機能学特論演習 ２

精神障害リハビリテーション学特論 ２

精神障害リハビリテーション学特論演習 ２

高齢者・地域健康科学特論 ２

高齢者・地域健康科学特論演習 ２

末梢神経・筋障害学特論 ２

末梢神経・筋障害学特論演習 ２

筋機能制御学特論 ２

筋機能制御学特論演習 ２

生体機能評価学特論 ２

生体機能評価学特論演習 ２

形態人類学特論 ２

形態人類学特論演習 ２

作業科学特論 ２

作業科学特論演習 ２

地域生活科学特論 ２

地域生活科学特論演習 ２

理学療法学・作業療法学特別研究 10

　　

　　○共通科目（看護学専攻、理学療法学・作業療法学専攻（博士課程前期））

専 門 領 域 授　業　科　目 単位数

支持科目

保健医療情報システム特論１ ２

保健医療情報システム特論２ ２

ヒューマンサイエンス研究法特論１ ２

ヒューマンサイエンス研究法特論２ ２

保健医療統計学特論１ ２

保健医療統計学特論２ ２

疫学・社会調査法特論１ ２

疫学・社会調査法特論２ ２

基盤科目

研究倫理特論 １

病態生理学特論 ２

病態治療学特論１ ２

病態治療学特論２ ２

保健医療学セミナー ２
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　⑷　履修基準

　　【看護学専攻】

　　〔修士論文コース〕

区分 所 要 単 位

必修

・看護理論特論 ２単位

・看護学研究法特論 ２単位

・主要専攻分野の科目 ５単位

・看護学特別研究 10単位

・研究倫理特論 １単位

選択 ・上記必修科目を除く全ての科目より 10単位以上

合計  30単位以上

　　〔専門看護師コース〕

区分 所 要 単 位

必修

・専攻する分野の科目 14単位以上

・フィジカルアセスメント ２単位　　

・病態生理学 ２単位　　

・臨床薬理学 ２単位　　

・看護学課題研究 ４単位　　

・臨地実習 10単位　　

・研究倫理特論 １単位　　

選択

・看護理論特論　　　　　　　・看護学研究法特論

・看護管理特論　　　　　　　・看護倫理特論

・コンサルテーション論　　　・看護教育学特論

８単位以上

合計  43単位以上

　　【理学療法学・作業療法学専攻】

区分 所 要 単 位

必修

・研究指導科目である特別研究 10単位

・理学療法学研究法特論または作業療法学研究法特論 ３単位

・主要専攻分野の科目 ４単位

・研究倫理特論 １単位

選択 ・上記必修科目を除く全ての科目より 12単位以上

合計  30単位以上

　⑸　修了要件

　　　原則として２年以上在学し、授業科目について30単位以上（専門看護師コースにおいては43単

位以上）を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論文（専門看護師コースは課題研究

論文）を在学期間中に提出して本研究科の行う審査及び最終試験に合格すること。

　　　ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については１年以上在学すれば足り

るものとします。
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